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小規模工事及び修繕における発注方法の見直しについて 

 

 

１ 発注方法の現状 

（１）５０万円未満の案件で、今までは「佐久市小規模応急補修工事取扱規程」

により、堤防崩壊、道路陥没等の災害等に伴う応急補修工事等の緊急を要す

る工事について、現場に一番近い業者と１社随契で実施。 

 

（２）５０万円未満の案件で、緊急を要さない修繕及び改良等工事などの工事

については、案件ごとに業者選定を行い、各発注課において入札を行ってい

る。 

 

２ 現行の発注方法に対しての課題 

（１）小規模な工事及び修繕も入札を行っており、入札参加業者の来庁するた

めの時間等の負担が増えている。 

（２）小規模な工事及び修繕であっても請負業者が決定するまでに時間がかか

り、速やかな着手が困難である。 

 

３ 今後の発注方針 

５０万円を超えないもので、小規模な工事・修繕等を、緊急性の有無にか

かわらず、「小規模工事等」と位置づけ、各部（局）ごとに定める輪番制によ

り見積を徴取し、「随意契約」による発注により、入札参加業者の負担の軽減

を図るとともに、速やかな工事着手が実施可能とする。 

ただし、災害等の直ちに行わなければならない小規模応急復旧工事は、別

扱いとする。 

 

（１）業者選定については、「佐久市地元企業優先発注等に係る実施方針」に基

づき、市内に本店を有する者を最優先し、次に市内に支店、営業所等を有す

る者を優先する。 

（２）業種ごとに小規模工事等を実施する地区（浅間、東、浅科、望月、野沢、

中込及び臼田の各地区をいう。）を単位として選定する。ただし、地区の業

者数により、地区を併せて一つの単位として選定できるものとする。 

（３）建設工事における業者選定は、各地区内の全ての等級格付の業者を対象

とする。 

（４）選定する業者は、部（局）ごとの輪番制とし、同一の業者を続けて選定

できないものとする。また、当初選定した業者が見積書を提出しない場合又

は辞退した場合は、次の順番の業者を選定する。 
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４ 定義 

（１）「工事」…施設等の改良を目的とするもの 

（２）「修繕」…原状回復及び機能維持を主とするもの 

 

５ 提出書類 

原則として、提出書類については次に掲げるものとし、その他の書類につ

いては、当該小規模工事等の監督員の指示により提出するものとする。 

（１）市が業者へ提出する書類 

ア 見積依頼書 

イ 設計図書（位置図及び標準図又は仕様書） 

ウ 監督職員指定（変更）通知書 

エ しゅん工（完了）検査結果通知書 

（２）業者が市へ提出する書類 

ア 見積書 

イ 請書 

ウ 現場代理人及び主任技術者等の通知 

エ しゅん工届（完了届） 

オ 工事写真（着手前、施工中、完了後） 

カ 出来形図又はこれに代わるもの 

キ 工事記録 

ク 請求書 

ケ 監督員の指示する書類 

 

６ 適用期日 

 平成２７年４月１日以降の発注より適用する。 
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【輪番制の考え方】 Ａ～Ｆ ６社で輪番を行うケース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①１者見積の場合（50万円未満の工事・委託、10万円未満の修繕） 

ア Ａ→Ｂ→Ｃ→・・→Ｆの順に見積を依頼し、一巡後は再度Ａから順番に

見積を依頼する。 

イ 見積を提出しない場合や辞退した場合は、次の順番の業者に見積を依頼

する。 

  例：Ａに見積依頼したが、Ａが辞退した場合 

   ・Ｂに見積を依頼する 

   ・次の案件は輪番順に、Ｃに見積を依頼する 

 

 ②２者見積の場合（10万円以上の修繕） 

ア Ａ→Ｂ→Ｃ→・・→Ｆの順に２社ずつ見積を依頼し、最低の価格を見積

もった方に決定する。一巡後は再度Ａから順番に見積を依頼する。 

イ 見積を提出しない場合や辞退した場合は、次の順番の業者に見積を依頼

する。 

  例：ＡとＢに見積依頼したが、Ｂが辞退した場合 

   ・Ｃに見積を依頼して、ＡとＣを比較し最低の価格の方に決定する 

   ・次の案件は輪番順に、ＤとＥに見積を依頼する 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 


